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作用機序に関する説明資料 

１．製品概要 
商品名 ＳＯＦＩＮＡ ｉＰ(ソフィーナ アイピー)クロロゲン酸 

タブレット 
機能性関与成分名 コーヒー豆由来クロロゲン酸類 
表示しようとする

機能性 
本品にはコーヒー豆由来クロロゲン酸類が含まれます。

コーヒー豆由来クロロゲン酸類は、気温や室温が低い時

などの冷えにより低下した血流（末梢血流）を改善し、

低下した皮膚温（末梢皮膚温）の回復を助ける機能と、

肌の水分量を高め乾燥を緩和する機能が報告されていま

す。 
 
２．作用機序 

①低下した血流（末梢血流）の改善作用 

寒冷刺激を受けると皮膚温および皮膚血流（末梢血流）量は低下する。寒冷

刺激後には皮膚血流（末梢血流）量が増加するとともに皮膚温が上昇する。こ

の寒冷刺激後の皮膚血流（末梢血流）回復には、血管内皮細胞から分泌される

血管弛緩因子の一酸化窒素（NO）による血管拡張が寄与することが報告されて

いる 1)。 

クロロゲン酸は植物に広く含まれるポリフェノールで、経口摂取することに

よって消化管から吸収され、その抗酸化作用によって血中の酸化ストレスを低

下させることが報告されている 2)、3)。抗酸化作用を持つコーヒー豆由来クロロ

ゲン酸類は、血管内皮細胞から分泌される NOの生物学的利用能を改善し、血管

の拡張を促進することが報告されている 4)、5)。 

以上のことから、コーヒー豆由来クロロゲン酸類を経口摂取することにより、

寒冷刺激後の皮膚血流（末梢血流）回復時の NOの生物学的利用能を高めて皮膚

血流（末梢血流）回復を促進すると推測される。 

 

②低下した皮膚温(末梢皮膚温)の回復作用 

 コーヒー豆由来クロロゲン酸類の皮膚温の回復作用は、上記のメカニズムに

より血管が拡張し、皮膚血流(末梢血流)量が増加することで皮膚温(末梢皮膚

温)を改善させると推測される。 

 

以上のことから、コーヒー豆由来クロロゲン酸類は NOの生物学的利用能の改善

を作用機序として、低下した皮膚血流（末梢血流）および皮膚温(末梢皮膚温)

の改善作用を有すると考えられる。 
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③肌の水分量を高め乾燥を緩和する作用 

 コーヒー豆由来クロロゲン酸類がヒトの肌の水分量を増加させると報告され

ている 6)。  

この報告では、成人健常者を対象としたコーヒー豆由来クロロゲン酸類の 8 週

間の継続摂取による効果を検証しており、角層中の水分量だけでなく乳酸量も、

プラセボ群に比較し有意に増加したことが示されている 6)。乳酸は、アミノ酸、

ピロリドンカルボン酸、無機イオンなどとともに、角層水分量の維持に重要な

天然保湿因子（NMF）として知られている 7)。健常者においては、角層の乳酸量

は角層水分量と正の相関を示すことが報告されており 8)、これは乳酸が角層ケラ

チンと水分子の相互作用を高めることで、角層の水分保持能に寄与しているた

めであると推察されている 9)。これらの報告から、コーヒー豆由来クロロゲン酸

類の経口摂取により角層水分量が増加する作用機序は、角層中の乳酸の増加に

よるものと考えられた。 

一方で、角層水分量は、臨床的に肌の乾燥症状と関係があることが知られてお

り 10)、肌の乾燥を評価する指標として広く用いられている。よって角層水分量

の増加は、肌の乾燥を緩和させると考えられる。 

以上のことから、コーヒー豆由来クロロゲン酸類は、角層の乳酸量を増やすこ

とにより肌の水分量を増加させ、乾燥を緩和する機能があると考えられた。 
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